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　中山道望月宿で毎年８月15日に行われ、火
と榊により一切の不浄を払い浄め、五穀豊穣
や無病息災を祈る荒々しくも幻想的な火祭
り。若者達が燃えさかる松明を手に、山から
駆け下り、次々と鹿

か

曲
くま

川
がわ

へと投げ込んだ後４
基の神輿が激しくぶつかり合いながら大伴神
社を目指します。　　　　佐久市望月商工会

火と神輿の奇祭・榊祭り

商工連ながの
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商
工
連
は
５
月
29
日
、
松
本
市
の
ホ
テ
ル
ブ

エ
ナ
ビ
ス
タ
に
お
い
て
平
成
30
年
度
通
常
総
会

を
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た
平
成
29
年
度
の
事
業

報
告
と
決
算
等
の
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

併
せ
て
任
期
満
了
に
よ
る
、
役
員
改
選
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
の
結
果
、
会
長
に
は

柏
木
昭
憲
氏
（
御
代
田
町
商
工
会
長
）
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
会
長
に
は
新
た
に
清
水
初
太
郎
氏

（
東
御
市
同
）、
秦
和
陽
児
氏
（
泰
阜
村
同
）、
杉

山
茂
実
氏
（
白
馬
同
）、
田
中
篤
氏
（
山
ノ
内
町

同
）
が
選
任
さ
れ
、
専
務
理
事
に
は
中
村
英
雄

氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
役
員
氏
名
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

議
事
終
了
後
、
退
任
役
員
全
員
よ
り
ご
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
新
役
員
全
員
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
柏
木
会
長
か
ら
は
「
商
工
会
中
期

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
も
と
に
事
業
を
推
進
し
、

最
重
要
課
題
と
し
て
商
工
会
員
の
加
入
増
強
、

組
織
強
化
を
進
め
て
い
く
。
持
続
化
補
助
金
等

も
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
商
工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉
共
済
、

特
定
退
職
金
共
済
、
記
帳
機
械
化
事
業
の
優
良

商
工
会
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

柏木商工連会長あいさつ

通常総会の様子

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で

　
　
　
　
　
柏
木
昭
憲
会
長
が
再
任

新役員

商
工
連
通
常
総
会

役　名 氏　　名 商 工 会

会　　 長 柏木　昭憲  （再） 御 代 田 町
副 会 長 清水初太郎  （新） 東 御 市

〃 秦　和陽児  （〃） 泰 阜 村
〃 杉山　茂実  （〃） 白　　 馬
〃 田中　　篤  （〃） 山 ノ 内 町

専務理事 中村　英雄  （再） 商 工 連
理　　 事 由井　正隆  （新） 佐 久 穂 町

〃 滝沢　恒夫  （再） 南 牧 村
〃 岩下　勇雄  （〃） 青 木 村
〃 小平　恒夫  （新） 原　　 村
〃 黒田　重行  （再） 箕 輪 町
〃 松尾　　勲  （新） 大 鹿 村
〃 勝野喜代始  （〃） 阿 南 町
〃 櫻井　秀夫  （〃） 大 桑 村
〃 髙橋　秀生  （〃） 安 曇 野 市
〃 植村　茂生  （〃） 朝 日 村
〃 内川　輝雄  （〃） 松 川 村
〃 工藤　洋吉  （〃） 長 野 市
〃 藤澤　一彦  （再） 高 山 村
〃 間瀬　一朗  （新） 信 濃 町
〃 土屋　勇磨  （再） 県 青 連
〃 石井喜久江  （新） 県 女 性 連

監　　 事 堀　　正秋  （〃） 南 箕 輪 村
〃 林　　和男  （〃） 山 形 村
〃 前澤　芳美  （〃） 信 州 新 町

長野県商工会連合会役員名簿
 （順不同、敬称略）

平成30年５月29日改選

本
会
柏
木
会
長
が
全
国
連
理
事
に
選
任

　

5
月
31
日
の
全
国
商
工
会
連
合
会
通
常
総

会
で
、
柏
木
会
長
が
全
国
連
の
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
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県
青
連
は
５
月
10
日
（
木
）・
11
日
（
金
）、

長
野
市
「
ホ
テ
ル
国
際
21
」
に
お
い
て
、
通
常

総
会
及
び
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強
運
動
の
実
績
が
優
秀
で

あ
っ
た
真
田
町
、
安
曇
野
市
の
２
商
工
会
青
年

部
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
県

下
４
地
区
の
代
表
、
佐
久
穂
町
商
工
会
青
年
部

の
佐
々
木
隆
文
氏
、
宮
田
村
商
工
会
青
年
部
の

白
鳥
直
人
氏
、
南
木
曽
商
工
会
青
年
部
の
高
橋

俊
吾
氏
、
高
山
村
商
工
会
青
年
部
の
宮
川
功
市

氏
の
４
氏
が
出
場
し
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
審

査
の
結
果
、
村
内
の
婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催

し
、
村
の
活
性
化
に
取
組
ん
で
い
る
様
子
を
発

表
し
た
高
山
村
商
工
会
青
年
部
の
宮
川
功
市
氏

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
宮
川
功
市
氏
は
、

９
月
13
日
に
東
京
都
で
開
催
予
定
の
関
東
ブ

ロック
大
会
へ
長
野
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
会
青
年
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で

は
、一
日
目
に
「
全
青
連
顕
彰
事
業
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
商
工
連
事
業
共
済
課 

篠
原
課
長
、「
体

験
型
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
の
立
上
げ
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
株
式
会
社
Ｇ
Ｅ
Ｔ
Ｔ
Ｉ
代
表

の
太
田
雅
人
氏
、「
着
地
型
観
光
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
ア
ソ
ビ
ュ
ー
株
式
会
社
の
内
田
有

映
氏
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
、「
ス
ト
レ
ス
社
会
で
の
怒
り

の
連
鎖
を
断
ち

切
ろ
う
！
」
と

題
し
て
、
株
式

会
社
ナ
ー
ス

ハ
ー
ト
代
表 

井
上
泰
世
氏
の

講
演
と
、「
行
動

観
察
に
よ
る『
気

づ
き
』
で
現
場

を
変
え
る
！
」

と
題
し
て
、
合

同
会
社
代
表
社

員
越
野
孝
史
氏

の
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

県
女
性
連
は
５
月
９
日
（
水
）
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
、
通

常
総
会
及
び
女
性
部
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
３
期
９
年
会
長
を
務
め
て

き
た
佐
々
木
悦
子

氏
（
臼
田
町
）
が
退

任
し
、
新
た
に
石
井

喜
久
江
氏
（
戸
倉
上

山
田
）
が
新
会
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
部
員
増
強

運
動
の
実
績
が
優
良

で
あ
っ
た
安
曇
野
市

商
工
会
女
性
部
、
坂

城
町
商
工
会
女
性
部
、
軽
井
沢
町
商
工
会
女
性

部
、
箕
輪
町
商
工
会
女
性
部
の
４
女
性
部
へ

佐
々
木
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表
大
会
で
は
、
真

田
町
商
工
会
女
性
部
の
鳴
沢
今
日
子
氏
、
松
川

町
商
工
会
女
性
部
の
米
山
郁
子
氏
、
安
曇
野
市

商
工
会
女
性
部
の
降
旗
幸
子
氏
、
木
島
平
村
商

工
会
女
性
部
の
小
松
登
美
子
氏
の
４
名
が
主
張

発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
は
、「
女
性
部
活
動
と
地
域
振
興
・

ま
ち
づ
く
り
～
お
も
て

な
し
事
業
を
通
じ
て
町

の
魅
力
を
発
見
!!
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
29

年
度
、全
女
性
連
の「
お

も
て
な
し
交
流
事
業
」

に
プ
ラ
ン
を
提
案
す
る

に
あ
た
っ
て
、
町
の
魅

力
や
誇
れ
る
も
の
を
再

発
見
で
き
た
こ
と
、
実

際
に
他
県
の
お
も
て
な

し
交
流
事
業
を
視
察
し

親
睦
交
流
に
よ
り
大
き

な
パ
ワ
ー
を
も
ら

え
た
こ
と
な
ど
に

つ
い
て
発
表
し
た

松
川
町
商
工
会
女

性
部
の
米
山
郁
子

氏
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
「
平
成
30
年
度
県
女
性
連
事
業

の
展
開
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
商
工
連
事
業

共
済
課
篠
原
課
長
よ
り
説
明
が
あ
り
、
続
い
て

「
お
も
て
な
し
マ
イ
ン
ド
の
育
て
方
」
と
題
し

て
合
同
会
社
オ
モ
テ
ナ
シ
ズ
ム
代
表
・
マ
ネ
ジ

ン
グ
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
の
川
邊
彌
生
氏
よ
り
、
お

も
て
な
し
の
ス
キ
ル
な
ど
に
つ
い
て
、
講
師
の

豊
富
な
経
験
の
中
か
ら
多
く
の
事
例
を
交
え
て

の
講
演
が
あ
り
、
受
講
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

最優秀賞　宮川功市氏
（高山村商工会）

講師の太田雅人氏

 

新
会
長
に
石
井
喜
久
江
氏（
戸
倉
上
山
田
）!!
～
新
役
員
を
選
出
～

平
成
30
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
　

 
最
優
秀
賞
に
宮
川
功
市
氏（
高
山
村
）!!
～
主
張
発
表
大
会
～

平
成
30
年
度
県
青
連
通
常
総
会
・
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
　

挨拶する石井新会長と新役員の皆さん

開会のあいさつをする
佐々木会長

講師の井上泰世氏 講師の内田有映氏

最優秀賞を受賞した
米山郁子氏

あいさつをする
石井新会長
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国家公務員の再就職等規制にご協力を
　

国
家
公
務
員
の
営
利
企
業
等
へ
の
再
就
職
は
禁
じ
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
国
家
公
務
員
法
で
は
、
公
務
の
公

正
性
に
対
す
る
国
民
の
信
頼
を
確
保
す
る
た
め
、
次
の

３
つ
の
ル
ー
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。

① 　

現
役
の
国
家
公
務
員
が
、
営
利
企
業
等
に
対
し
、

他
の
国
家
公
務
員
・
Ｏ
Ｂ
の
再
就
職
を
依
頼
す
る
こ

と
や
、
再
就
職
さ
せ
る
目
的
で
情
報
提
供
等
を
行
う

こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

② 　

現
役
の
国
家
公
務
員
が
、
利
害
関
係
企
業
等
に
対

し
、
求
職
活
動
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

③ 　

再
就
職
し
た
国
家
公
務
員
Ｏ
Ｂ
が
、
再
就
職
先
の

契
約
や
処
分
に
関
し
、
便
宜
を
図
る
よ
う
元
の
職
場

に
働
き
か
け
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

（
原
則
、
退
職
後
２
年
間
）。

 

☆
皆
様
へ
の
お
願
い

　

規
制
違
反
を
未
然
に
防
ぐ
観
点
か
ら
、

国
家
公
務
員
・
Ｏ
Ｂ
に
こ
う
し
た
行
為

を
求
め
な
い
よ
う
、
ま
た
、
規
制
違
反

が
疑
わ
れ
る
行
為
を
見
聞
き
し
た
場
合

に
は
、
下
記
連
絡
先
ま
で
情
報
提
供
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
秘

密
を
厳
守
し
ま
す
。

商
工
会
を
元
気
に  

―
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会
―

　

超
党
派
の
長
野
県
議
会
議
員
に
よ
る
商
工
会
支
援
組
織
「
商
工
会
議

員
懇
談
会
」（
服
部
会
長
代
行
）
は
7
月
2
日
、
平
成
30
年
度
総
会
を

開
催
し
、
平
成
30
年
度
事
業
計
画
や
収
支
予
算
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

服
部
会
長
代
行
か
ら
、「
商
工
会
議
員
懇
談
会
は
地
域
を
代
表
す
る

議
員
と
し
て
、
商
工
会
と
地
域
経
済
を
応
援
し
て
い
く
組
織
で
す
。
商

工
会
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
等
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

　

事
業
計
画
で
は
、
中
期
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
推
進
支
援
、
商
工
会
及

び
商
工
連
と
の
連
携
強
化
等
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

商
工
会
議
員
懇
談
会

所
属
県
議
会
議
員（
担
当
地
区
）

会
長
代
行

　

服
部　

宏
昭　
（
長
野
・
北
信
）

副
会
長

　

望
月　

雄
内
（
安
筑
）

　

平
野　

成
基
（
上
小
）

幹
事
長

　

宮
澤　

敏
文
（
北
安
曇
）

幹
　
　
事

　

垣
内　

基
良
（
上
伊
那
）

　

村
上　
　

淳
（
木
曽
）

　

丸
山　

栄
一
（
長
野
・
北
信
）

　

今
井　
　

敦
（
諏
訪
）

　

高
橋　

岑
俊
（
南
信
州
）

　

依
田　

明
善
（
佐
久
）

あいさつをする服部会長代行

お問合せ先
　内閣府 再就職等監視委員会事務局
　電話 03-6268-7660 ～ 7668　7681
　URL http://www5.cao.go.jp/kanshi/index.html

平
成
30
年
度

　
春
の
叙
勲
・
褒
章

　

青
木
村
商
工
会
の
岩
下
勇
雄
会
長
が

長
年
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
旭
日
単
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

南
牧
村
商
工
会
の
滝
沢
恒
夫
会
長
が

長
年
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
、
藍
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
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事業承継問題を放置すると雇用650万人、GDP22兆円を損失

■事業承継の現状

　�　中小企業経営者の年齢分布のピークは66歳に。直近の経営者の平均引退年齢は、中規模企業で67.7歳、
小規模事業者では70.5歳となっています。来年度から数十万の団塊経営者の引退がはじまります。60
歳以上の経営者のうち、50％超が廃業を予定しており、特に個人企業においては、68％が「自分の代
で事業をやめるつもりである」と回答しています。�廃業理由は、「当初から自分の代でやめようと思っ
ていた」が４割で最も多く、「事業に将来性がない」と「後継者難」がそれぞれ３割と続きます。廃業
予定企業であっても、３割の経営者が「同業他社よりも良い実績を上げている」と回答し、今後10年
間の将来性についても４割の経営者が「少なくとも現状維持は可能」と回答しています。事業者が事
業承継を選択しない場合には、上記のような企業もそのまま廃業する可能性が高く、それにより当該
企業が維持している雇用や技術、ノウハウが失われてしまう可能性が高くなります。
　�　また、中小企業庁試算によると中小企業者・小規模事業者の事業承継問題を放置すると、廃業の急
増により2025年頃までの10年間累計で約650万人の雇用と約22兆円の国内総生産（GDP）を失う可
能性があることが明らかになりました。

■事業承継ネットワーク（長野県の今後の事業承継のあり方）

　　関係団体連携のもと事業承継診断を実施するために事業承継ネットワークが創設されました。

事業承継については、お近くの商工会へご相談ください。
関係機関 長野県事業引継ぎ支援センター　電話：026-219-3825

中小機構地域本部
支援機関への研修等を実施

事務局：（公財）長野県中小企業振興センター

商　工　会

士業等専門家
専門的課題を伴う案件への対応等

金融機関
事業承継診断等を実施

県、市町村等
　�地域の事業承継支援策の
　立案とりまとめ

事業引継ぎ支援センター
Ｍ＆Ａなどマッチングを支援

再生支援協議会・よろず支援拠点等
連携して経営支援、再生支援を実施

商工会議所、同業種組合
事業承継診断等を実施

事業承継ネットワーク
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株
式
会
社
信
州
市
田
酪
農
は
、
平
成
７
年
に

高
森
町
の
酪
農
家
に
よ
り
農
事
組
合
法
人
と
し

て
設
立
し
ま
し
た
。
平
成
28
年
に
、
よ
り
多
く

の
皆
さ
ん
と
の
関
わ
り
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に

と
株
式
会
社
に
移
行
し
ま
し
た
。

　

製
造
し
て
い
る
製
品
は
、
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
、

食
べ
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
、
低
温
殺
菌
牛
乳
で
す
。

酪
農
家
が
作
っ
た
工
場
と
し
て
、
原
料
乳
や
製

法
に
こ
だ
わ
り
、
手
間
と
時
間
を
か
け
て
丹
念

に
製
造
し
て
い
ま
す
。
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
で
あ

る
「
い
ち
だ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
は
、
ト
ロ
ー
ン
と

し
た
飲
み
心
地
と
コ
ク
が
評
判
で
、
幅
広
い
お

客
様
か
ら
他
に
は
な
い
美
味
し
さ
と
ご
支
持
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
と
は
こ
れ
ま
で
ご
縁
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
株
式
会
社
に
移
行
し
た
平
成
28
年

に
加
入
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
手
厚

い
ご
指
導
、
ご
支
援
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
商
工
会
の
ご
指
導
に
よ
り
、「
長
野
県

農
商
工
連
携
基
金
」
の
助
成
を
い
た
だ
い
て
新

商
品
の
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
平
成
30
年

２
月
に
新
発
売
し
た
商
品
は
、「
い
ち
だ
ヨ
ー
グ

ル
ト
Ｎ
Ｓ
（
ノ
ン
シ
ュ
ガ
ー
）」
で
す
。

　

お
客
様
か
ら
砂
糖
が
添
加
さ
れ
て
い
な
い
飲

む
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
で
き
な
い
か
と
の
ご
要
望
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。
ま
っ
た
く
糖
類
が

添
加
さ
れ
て
い
な
い
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
商

品
と
し
て
あ
ま
り
見
か
け
ま
せ
ん
。

　

今
回
取
り
組
ん
だ
製
品
開
発
で
は
、
原
料
乳

の
良
さ
を
生
か
し
、
砂
糖
を
使
わ
な
く
て
も
お

い
し
く
飲
ん
で
い
た
だ
け
る
乳
酸
菌
を
探
し
、

製
造
工
程
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
た
。

必
要
と
す
る
乳
酸
菌
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
時

間
も
か
か
り
ま
し
た
し
、
作
業
工
程
を
確
立
す

る
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。
１
年
か
け
て
出
来
上

が
っ
た
製
品
は
、
南
信
州
産
の
生
乳
を
、
砂
糖

を
使
わ
ず
に
生
乳
本
来
の
味
わ
い
と
深
い
コ
ク
、

ト
ロ
ー
ン
と
し
た
飲
み
心
地
に
仕
上
げ
ま
し
た
。

当
社
の
「
い
ち
だ
ヨ
ー
グ
ル
ト
」
と
比
較
し
ま

す
と
、
カ
ロ
リ
ー
は
約
３
／
４
、
炭
水
化
物
は

約
１
／
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。
糖
類
は
、
３・８ｇ

で
す
が
、
こ
れ
は
生
乳
成
分
の
乳
糖
で
す
。

　

お
客
様
か
ら
は
、
と
ろ
み
と
コ
ク
が
あ
り
、

美
味
し
い
と
ご
支
持
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

特
に
糖
類
の
摂
取
を
気
に
か
け
て
い
る
方
や
女

性
か
ら
大
好
評
で
す
。

　

私
ど
も
は
原
料
乳
の
生
産
者
に
直
結
し
た
小

さ
な
ヨ
ー
グ
ル
ト
工
場
で
す
。
お
客
様
に
お
届

け
す
る
ヨ
ー
グ
ル
ト
は
、
安
全
安
心
を
土
台
に

食
卓
で
毎
日
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
美
味
し
い

ヨ
ー
グ
ル
ト
で
す
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
美
味
し
く

飲
ん
で
、
腸
内
環
境
が
整
え
ら
れ
て
健
康
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
、
そ
ん
な
製
品
を
お

届
け
し
て
い
く
こ
と
に
日
々
努
力
を
し
て
ま
い

り
ま
す
。

中小企業の新たな事業活動

農商工連携基金による新製品開発
代表取締役社長　富永 渡

いちだヨーグルトNS150ml

新製品発表

株式会社信州市田酪農　高森町商工会
下伊那郡高森町出原162-2　 TEL 0265-34-2288
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ス
キ
ー
と
温
泉
観
光
の
村

　
―
野
沢
温
泉
村
―

■
外
国
人
観
光
客
お
も
て
な
し
事
業

　

野
沢
温
泉
村
は
ス
キ
ー
と
温
泉
観
光
の
村
で

す
。
昨
今
、
ス
キ
ー
を
目
的
と
し
て
こ
の
野
沢

温
泉
村
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
が
増
加
し
て

い
ま
す
。
野
沢
温
泉
観
光
協
会
の
調
査
で
は
、

冬
季
ス
ノ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
は
約
２
万
７
千
人
、

宿
泊
数
に
し
て
延
べ
10
万
５
千
泊
の
外
国
人
観

光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
商
工
会
で
は
４
年
前

か
ら
国
の
地
域
商
店
街
活
性
化
事
業
助
成
金
な

ど
を
利
用
し
て
、
外
国
人
観
光
客
お
も
て
な
し

事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
主
に
事
業
者
へ
の

外
国
人
観
光
客
の
お
も
て
な
し
講
習
会
や
指
差

し
英
会
話
帳
の
作
成
を
行
い
ま
し
た
。
指
差
し

英
会
話
帳
は
商
店
や
宿
泊
施
設
に
置
い
て
事
業

者
が
利
用
す
る
も
の
で
は
な
く
、
外
国
人
観
光

客
が
持
ち
歩
い
て
、
買
い
物
や
宿
泊
施
設
な
ど

で
利
用
で
き
る
も
の
を
作
成
し
、
持
ち
歩
き
サ

イ
ズ
の
Ａ
５
冊
子
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
で
メ
モ

書
き
で
き
る
紙
の
使
用
な
ど
工
夫
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
都
市
部
か
ら
離
れ
た
山
間
部
に
あ

る
野
沢
温
泉
村
に
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客
は
、

日
本
の
古
き
文
化
や
日
常
の
街
並
み
、
地
元
住

民
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
を
求
め
て
く
る
と
考
え
、

日
本
語
を
覚
え
て
も
ら
う
た
め
日
本
語
の
文
字

の
上
に
発
音
の

た
め
の
ロ
ー
マ

字
（
ヘ
ボ
ン
式
）

を
併
記
し
外
国

人
観
光
客
が
日

本
語
を
発
音
で

き
る
よ
う
工
夫

し
て
作
成
し
ま

し
た
。
昨
シ
ー

ズ
ン
は
３
千
部

用
意
し
ま
し
た

が
す
べ
て
配
布

し
、
足
り
な
い

程
で
し
た
。

　

今
後
も
外
国
人
観
光
客
は
増
加
す
る

見
込
み
が
あ
り
、
商
工
会
と
し
て
今
後

も
外
国
人
観
光
客
に
対
す
る
事
業
を
強

化
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況

で
す
。

■
地
域
消
費
活
性
化
事
業
　

　

野
沢
温
泉
村
内
の
消
費
を
刺
激
し
な

が
ら
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

毎
年
７
月
～
８
月
の
間
「
わ
く
わ
く
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
「
わ
く
わ
く
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
は
野
沢
温
泉
村
に
訪
れ
る
観

光
客
が
少
な
い
夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
消
費

活
性
化
を
行
う
た
め
に
始
め
た
も
の
で
、

加
盟
店
で
千
円
の
買
い
物
に
つ
き
１
枚
の
「
わ

く
わ
く
補
助
券
」
を
渡
し
、
そ
れ
を
10
枚
集
め

る
と
千
円
分
の
商
品
券
（
野
沢
温
泉
商
工
会
発

行
）
に
交
換
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

「
わ
く
わ
く
補
助
券
」
は
個
々
に
「
わ
く
わ
く

ナ
ン
バ
ー
」が
記
載
さ
れ
て
お
り
、キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
終
了
後
に
商
工
会
長
や
野
沢
温
泉
村
長
な
ど

に
よ
る
厳
正
な
抽
選
を
行
い
当
選
し
た
「
わ
く

わ
く
ナ
ン
バ
ー
」
に
は
、
最
高
10
万
円
分
の
商

品
券
が
当
た
る
二
重
に
喜
び
の
あ
る
も
の
で
す
。

配
布
し
た
「
わ
く
わ
く
補
助
券
」
の
回
収
率
が

と
て
も
高
く
、
村
民
に
も
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
浸

透
し
て
お
り
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
野
沢
温
泉
朝
市

　

毎
年
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
始
ま
る
５
月

初
め
か
ら
10
月
ま
で
の
毎
週
日
曜
日
と
連
休
や

祭
日
に
合
わ
せ
て
、
野
沢
温
泉
村
の
中
心
部
に

あ
る
大
湯
通
り
で
野
沢
温
泉
朝
市
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
こ
の
朝
市
は
商
工
会
青
年
部
が
主
体
と

な
り
40
年
近
く
続
く
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。
朝
６
時
か
ら
７
時
30
分
と
短
時
間
で
行

い
ま
す
が
、
25
店
前
後
の
事
業
者
が
出
店
し
、

朝
食
前
の
観
光
客
や
地
元
住
民
な
ど
大
勢
の
人

が
訪
れ
ま
す
。

 
商
工
会
は
い
ま
─
Vol.111

北信

指さし英会話帳

野沢温泉朝市
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変
わ
る
若
者
の
就
労
意
識

　

１
９
９
１
年
か
ら
毎
秋
、
新
入
社
員
を
対
象
に
実

施
し
て
い
る
公
益
財
団
法
人
日
本
生
産
性
本
部
の
就

労
意
識
調
査
の
結
果
を
見
る
と
、
近
年
若
者
の
就
労

意
識
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
中
で
も
、
毎
年
過
去
最
高
を
更

新
し
続
け
て
い
る
男
性
の
育
児
休
暇
取
得
の
要
望
、

80
％
台
の
高
水
準
を
常
に
維
持
し
て
い
る
残
業
時
間

が
少
な
い
職
場
へ
の
就
職
希
望
、
新
入
社
員
の
お
よ

そ
半
数
と
な
っ
た
条
件
重
視
の
転
職
傾
向
な
ど
、
新

入
社
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
仕
事
観
・
人
生
観
の

進
化
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
風
（
文
化
）
や
社
員
教
育

の
あ
り
方
を
改
め
る
必
要
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

教
育
に
よ
っ
て
進
化
し
続
け
る
新
入
社
員

　

２
０
２
０
年
の
大
学
入
試
制
度
改

革
に
向
け
、
新
学
習
指
導
要
領
に
よ

り
、
新
し
い
教
育
は
段
階
的
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
新
し
い
教
育

は
、「
つ
め
こ
み
」
で
も
「
ゆ
と
り
」

で
も
な
い
「
生
き
る
力
を
は
ぐ
く
む

教
育
」
そ
の
た
め
に
教
師
は
真
剣
に

「
主
体
的
、
対
話
的
な
深
い
学
び
」

を
授
業
で
実
践
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
教
育
の
Ｏ
Ｓ
が
今
大
き
く
変
わ

り
、
日
本
人
が
確
実
に
変
わ
っ
て
き

ま
す
。「
教
育
が
新
し
い
日
本
人
を

創
っ
て
い
る
」
そ
ん
な
観
点
で
見
つ

め
て
み
ま
し
ょ
う
。

会
社
と
社
員
の
関
係
性
を
深

化
さ
せ
る

　
「
社
員
の
主
体
性
を
引
き
出
し
、

対
話
欲
求
に
応
え
る
姿
勢
」
と
「
人

生
に
お
け
る
仕
事
の
価
値
や
人
と
し
て
の
あ
り
方
に

対
す
る
深
い
学
び
を
会
社
ぐ
る
み
で
醸
成
す
る
姿

勢
」
を
基
盤
に
名
実
と
も
に
職
場
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
Ｕ

Ｐ
す
る
た
め
に
①
社
員
が
主
体
的
に
人
生
ビ
ジ
ョ
ン

を
描
き
、
会
社
や
他
の
社
員
と
対
話
を
通
し
て
互
い

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
尊
重
し
そ
の
目
的
を
果
た
せ
る
よ
う

協
力
す
る
仕
組
み
づ
く
り
②
経
営
リ
ス
ク
に
対
す
る

危
機
管
理
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
共
有
し
役
割
を
果
た

せ
る
仕
組
み
づ
く
り
③
多
様
化
す
る
社
員
の
就
労

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
各
人
の
責
任
レ
ベ
ル
に
応
じ
た

評
価
制
度
の
構
築
等
々
。
次
世
代
人
事
モ
デ
ル
の
構

築
に
向
け
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

未
来
の
新
入
社
員
に
会
い
に
行
く

　

新
学
習
指
導
要
領
に
よ
り
教
育
さ
れ
た
新
社
会
人

は
、
段
階
的
に
教
育
要
素
を
強
め
な
が
ら
職
場
へ
入

社
し
て
き
ま
す
。
同
時
に
敷
居
が
高
く
閉
ざ
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
た
学
校
の
門
は
「
キ
ャ
リ
ア
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
」や「
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー

ル
」
の
推
進
に
よ
り
、
大
き
く
開
か
れ
地
域
人
材
を

受
け
入
れ
始
め
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
、「
未
来
の
新

入
社
員
」
が
学
ぶ
学
校
へ
足
を
運
び
、
あ
な
た
の
町

の
学
生
と
関
わ
り
、
彼
ら
の
素
敵
さ
に
学
ぶ
こ
と
か

ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
き
っ
と
新
し
い
気
づ
き
や

課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

さ
あ
、
み
ん
な
で
学
校
へ
行
こ
う
！

新入社員の意識調査が物語る
次世代の「働き方」

１．条件のよい会社があればさっさと移るほうが得である

２．残業が少なく平日でも自分の時間を持て、趣味などに
時間が使える職場が良い

３．外国人が上司でもかまわない

％ 

％ 

％ 
４．子どもが生まれたときには育休を取得したい（男性）

（過去最高） ％ 
（2017年度若者意識アンケート 公益財団法人日本生産性本部より） 

経 学校教育の今を学び、
人材育成に活かす

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

特定社会保険労務士
田畑　和輝　氏
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裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば
れ

た
裁
判
員
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
制
度
で
す
。
６

人
の
裁
判
員
と
３
人
の
裁
判
官
が
共
に
刑
事
裁
判
に

立
ち
会
い
、
被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
（
被
告
人
が

犯
罪
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
き
「
合
理
的
な
疑
問
を
残

さ
な
い
程
度
の
証
明
」
が
な
さ
れ
た
か
）
を
判
断
し

ま
す
。「
合
理
的
な
疑
問
」
と
は
、
皆
さ
ん
の
常
識

に
基
づ
く
疑
問
で
あ
り
、
常
識
に
照
ら
し
て
少
し
で

も
疑
問
が
残
る
時
は
無
罪
、
疑
問
の
余
地
は
な
い
と

確
信
し
た
時
は
有
罪
と
判
断
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

有
罪
の
場
合
は
更
に
法
律
が
定
め
た
範
囲
内
で
、
ど

の
よ
う
な
刑
罰
を
宣
告
す
る
か
を
決
め
ま
す
。

　

国
民
が
刑
事
裁
判
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
裁

判
が
身
近
で
わ
か
り
や
す
い
も
の
と
な
り
、
司
法
に

対
す
る
国
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼
向
上
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
既
に
、
平
成
21
年
５
月

21
日
の
ス
タ
ー
ト
か
ら
９
年
経
過
し
、
今
年
３
月
末

ま
で
に
裁
判
員
や
補
充
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
方
は

８
万
３
４
０
１
人
と
の
こ
と
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
の

周
り
に
も
裁
判
員
の
経
験
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
ご
自
身
、

も
し
く
は
職
場
の
方
等
が
裁
判
員
に
選
任
さ
れ
た
場

合
に
知
っ
て
お
く
と
役
立
ち
そ
う
な
事
柄
に
つ
い
て

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

１　
裁
判
員
は
ど
ん
な
事
件
の
審
理
に
参
加
？

　

 　

裁
判
員
法
が
定
め
る
重
大
犯
罪
、
例
え
ば
殺
人
、

強
盗
致
死
傷
、
現
住
建
造
物
等
放
火
（
人
の
住
む

家
に
放
火
し
た
場
合
）
等
で
す
。

２�　
誰
で
も
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

　

 　

衆
議
院
議
員
の
選
挙
権
を
有
す
る
方
で
あ
れ
ば
、

原
則
と
し
て
裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３　
裁
判
員
の
選
ば
れ
方
は
？

　

 　

前
年
の
秋
頃
、
地
方
裁
判
所
毎
に
管
内
の
市
町

村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
く
じ
で
選
ん
で
作
成
し

た
名
簿
に
基
づ
き
、
翌
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿

を
作
成
し
、
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
が
候
補
者

に
対
し
て
通
知
さ
れ
ま
す
。
事
件
毎
に
名
簿
の
中

か
ら
く
じ
で
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
す
。
候
補
者
は

裁
判
所
か
ら
選
任
期
日
の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る

と
、
指
定
さ
れ
た
日
時
に
裁
判
所
に
出
向
き
ま
す
。

４�　
候
補
者
と
し
て
呼
出
を
受
け
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
裁
判
所
に
行
か
な
い
と
罰
せ
ら
れ
る
？

　

 　

正
当
な
理
由
も
な
く
裁
判
所
に
こ
ら
れ
な
い
場

合
に
10
万
円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

５�　
仕
事
が
忙
し
い
場
合
な
ど
、
裁
判
員
を
辞
退

す
る
こ
と
が
で
き
る
？

　

 　

原
則
と
し
て
辞
退
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
年

齢
が
70
歳
以
上
の
方
、
学
生
等
や
同
居
の
親
族
の

介
護
や
養
護
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
職
務
を
行

う
こ
と
が
困
難
な
場
合
、
辞
退
の
申
出
が
可
能
で

す
。
単
に
「
仕
事
が
忙
し
い
」
と
の
理
由
で
辞
退

は
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
方
が
用
務
を
処
理
し
な

け
れ
ば
事
業
に
著
し
い
損
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ

る
場
合
に
は
、
辞
退
の
申
出
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

６�　
裁
判
員
に
選
ば
れ
た
場
合
、
審
理
が
終
わ
る

ま
で
何
日
く
ら
い
か
か
る
？

　

 　

事
件
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
平
均
審
理
日
数

は
、
平
成
21
年
の
３
・
７
日
か
ら
昨
年
度
は
11
・
６

日
と
年
々
長
期
化
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

７�　
裁
判
員
に
な
っ
て
仕
事
を
休
ん
だ
た
め
に
勤

務
先
を
解
雇
さ
れ
る
心
配
は
な
い
で
す
か
？

　

 　

裁
判
員
の
仕
事
に
必
要
な
休
み
を
と
る
こ
と
は

法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す（
労
働
基
準
法
７
条
）。

ま
た
裁
判
員
と
し
て
仕
事
を
休
ん
だ
こ
と
を
理
由

に
解
雇
な
ど
の
不
利
益
な
扱
い
を
す
る
こ
と
は
法

律
が
禁
止
し
て
い
ま
す
（
裁
判
員
法
１
０
０
条
）。

８�　
裁
判
員
又
は
裁
判
員
候
補
者
と
し
て
裁
判
所

に
行
く
た
め
に
会
社
を
休
む
場
合
、
有
給
休
暇

扱
い
に
し
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

 　

前
問
の
通
り
、
裁
判
員
の
仕
事
に
必
要
な
休
み

を
と
る
こ
と
は
法
律
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

裁
判
員
の
仕
事
に
従
事
す
る
た
め
の
休
暇
制
度
を

設
け
る
こ
と
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、「
裁

判
員
休
暇
」
の
よ
う
な
特
別
な
有
給
休
暇
制
度
を

設
け
る
か
は
各
企
業
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

制
度
が
定
着
し
て
き
た
一
方
、
近
年
、
裁
判
員
候

補
者
の
辞
退
率
の
増
加
（
昨
年
度
66
％
）
や
、
出
席

率
の
低
下
（
同
63
・
９
％
）
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

他
方
、
実
際
に
経
験
さ
れ
た
方
々
の
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
と
、「
非
常
に
良
い
経
験
」「
良
い
経
験
」
と

感
じ
た
と
す
る
方
々
が
95
・
６
％
に
も
な
り
経
験
者

の
方
の
満
足
度
は
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

スタートしてから９年経ちました。
－裁判員制度について－

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
髙野尾　三穂　氏
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こ
ん
に
ち
は

　
㈱
信
州
た
か
や
ま
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
す

　

当
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
平
成
27
年
11
月
に
高

山
村
内
の
ブ
ド
ウ
栽
培
者
並
び
に
ワ
イ
ン
販

売
者
を
中
心
に
設
立
さ
れ
、
28
年
４
月
よ
り

高
山
村
黒
部
地
区
の
裏
原
に
建
設
、
９
月
28

日
に
醸
造
許
可
が
下
り
、
醸
造
を
開
始
し
た

ワ
イ
ナ
リ
ー
で
す
。

　

当
ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
高
山
村
ら
し
い
ワ
イ

ン
産
地
形
成
を
目
的
に
、
地
域
農
業
の
活
性

化
や
商
工
業
・
観
光
業
と
の
連
携
に
よ
る
幅

広
い
経
済
効
果
を
生
み
出
す
た
め
、
栽
培
・

醸
造
・
販
売
技
術
の
人
材
養
成
を
兼
ね
た
村

の
中
核
と
な
る
ワ
イ
ナ
リ
ー
整
備
・
運
営
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
業
の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
気

象
観
測
装
置
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
最
先
端
農

業
事
業
を
、
村
よ
り
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

13
年
前
よ
り
村
内
で
は
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う

の
生
産
を
本
格
的
に
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
栽
培
面
積
は
３
・
１
㌶
か
ら
現
在
50
㌶

へ
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

高
山
村
の
テ
ロ
ワ
ー
ル
を

　
　
　
　
　
ワ
イ
ン
と
共
に
届
け
た
い

　

ワ
イ
ン
の
味
わ
い
に
深
い
か
か
わ
り
が
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
、
土
壌
の
性
質
と
構
造
、

日
照
、
方
角
、
地
形
、
気
象
。
高
山
村
の
扇

状
地
の
斜
面
に
広
が
る
圃
場
は
、
南
向
き
や

西
向
き
、
北
向
き
と
多
様
で
、
テ
ロ
ワ
ー
ル

の
多
様
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

更
に
、
圃
場
は
標
高
４
０
０
ｍ
～
８
５
０

ｍ
に
位
置
し
て
お
り
、
標
高
の
高
い
と
こ
ろ

で
は
気
温
差
約
３
℃
、
開
花
も
収
穫
も
10
日

程
度
異
な
り
ま
す
。
標
高
差
を
利
用
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
、
世

界
の
様
々
な
品
種
の
栽
培
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
を
作
り
始
め
て
２
年

目
に
、
そ
れ
ま
で
28
年
勤
め
た
会
社
を
辞
め
、

妻
の
後
押
し
も
あ
り
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
農

家
へ
転
身
。
45
歳
で
の
脱
サ
ラ
は
人
生
の
一

大
決
心
で
し
た
。
元
々
兼
業
農
家
で
、
リ
ン

ゴ
の
栽
培
を
小
さ
い
頃
よ
り
行
っ
て
き
ま
し

た
。
両
親
が
高
齢
に
な
り
、
高
齢
者
で
も
楽

に
栽
培
で
き
る
作
物
が
な
い
か
、
ま
た
、
自

分
で
育
て
た
ブ
ド
ウ
で
、
ワ
イ
ン
が
飲
め
た

ら
と
単
純
な
動
機
で
飛
び
込
ん
だ
世
界
で
す
。

　

高
山
村
で
は
、
平
成
18
年
に
果
樹
栽
培
に

適
し
た
自
然
条
件
と
遊
休
荒
廃
農
地
を
活
用

し
、
高
齢
者
で
も
栽
培
が
可
能
な
省
力
栽
培

作
物
・
付
加
価
値
の
高
い
魅
力
あ
る
農
作
物

と
し
て『
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
』に
着
目
し
ま
し
た
。

そ
し
て
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
栽
培
予
定
者
等
を
中

心
に
組
織
し
た
高
山
村
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
研
究

会
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
13
年
の
歳
月
を
か

け
て
、
高
山
村
産
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
の
振
興

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

世
界
に
通
ず
る
ワ
イ
ン
を
造
る

　

平
成
27
年
２
月
に
村
内
の
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う

栽
培
者
を
中
心
に
「
信
州
た
か
や
ま
ワ
イ
ナ

リ
ー
設
立
準
備
会
」
を
発
足
さ
せ
、
平
成
27

年
11
月
に

「
株
式
会
社

信
州
た
か
や

ま
ワ
イ
ナ

リ
ー
」
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

当
ワ
イ
ナ

リ
ー
は
、
初

年
度
20
ト
ン

の
仕
込
み
を

し
ま
し
た
。

５
年
後
ま
で

に
最
大
で
70

ト
ン
の
醸
造

を
目
指
し
て
い
ま
す
（
２
万
本
か
ら
７
万
本

に
増
加
予
定
）。
初
め
て
の
ワ
イ
ン
と
し
て

昨
年
４
月
中
旬
に
、
ナ
ッ
チ
ョ
（N

aćho

）

の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
（
こ
ち
ら
の
方
言

で
、「
今
夜
の
予
定
ど
う
」
な
ど
と
使
い
ま
す
）。

　

醸
造
を
目
的
に
し
た
建
物
で
す
の
で
、
売

り
場
・
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
え
る
場
所
も

有
り
ま
す
が
結
構
狭
い
で
す
、
決
し
て
大
き

な
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
あ
し

か
ら
ず
。

　

最
後
に
、
是
非
多
く
の
皆
様
方
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。
高
山
村
の
風
景
、
風
を
感
じ

て
く
だ
さ
い
。
当
ワ
イ
ナ
リ
ー
の
営
業
内
容

は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.shinshu-takayam

a.w
ine/

　
　
　
　
※ 

テ
ロ
ワ
ー
ル　

ぶ
ど
う
を
取
り
ま
く
全
て

の
自
然
環
境
の
特
徴

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

注目 Vol.115

この　に人
 ㈱信州たかやま
　　　　ワイナリー
代表取締役　涌井　一秋さん

高山村商工会

㈱信州たかやまワイナリー

㈱信州たかやまワイナリー
代表取締役　涌井一秋さん

商品一覧
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「
小
谷
」と
書
い
て「
お
た
り
」と
読
む
小
谷

村
は
、
長
野
県
の
最
西
北
部
に
位
置
し
、
北

は
新
潟
県
糸
魚
川
市
に
接
し
、
東
は
長
野
市

と
新
潟
県
妙
高
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
西
は

白
馬
連
峰
を
境
に
富
山
県
に
接
し
、
南
は
白

馬
村
に
接
し
、
村
中
央
を
北
に
流
れ
る
姫
川

か
ら
標
高
２
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
北

ア
ル
プ
ス
ま
で
急
激
に
せ
り
あ
が
る
白
馬
三

山
の
麓
に
あ
り
、
中
部
山
岳
と
妙
高
戸
隠
連

山
と
い
う
二
つ
の
国
立
公
園
を
有
す
る
大
自

然
に
恵
ま
れ
た
村
で
す
。

　

村
の
面
積
の
88
％
を
森
林
が
占
め
耕
地
は

わ
ず
か
２
・
１
％
と
山
深
い
自
然
豊
か
な
小

谷
村
で
は
、
春
は
山
菜
、
秋
は
き
の
こ
が
豊

富
に
採
れ
る
た
め
山
菜
き
の
こ
の
宝
庫
と
い

わ
れ
て
お
り
、
季
節
限
定
で
村
内
飲
食
店
で

味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
村
内
に
は

小
谷
温
泉
・
姫
川
温
泉
を
は
じ
め
効
能
豊
か

な
11
か
所
の
温
泉
が
あ
り
温
泉
好
き
な
ら
名

湯
を
い
く
つ
も
楽
し
め
ま
す
。

　

県
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
、

栂
池
高
原
・
白
馬
乗
鞍
温
泉
・
白
馬
コ
ル
チ

ナ
の
三
つ
の
ス
キ
ー
場
が
あ
り
ま
す
。
栂
池

高
原
ス
キ
ー
場
で
は
初
心
者
で
も
安
心
な
広

い
緩
斜
面
か
ら
上
級
者
が
楽
し
め
る
ゲ
レ
ン

デ
ま
で
あ
り
ヘ
リ
ス
キ
ー
（
リ
フ
ト
の
な
い

と
こ
ろ
や
高
い
山
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
っ

て
着
陸
し
、
滑
降
す
る
）
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
白
馬
乗
鞍
温

泉
ス
キ
ー
場
で
は
良
質
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

を
楽
し
め
る
圧
雪
し
て
い
な
い
コ
ー
ス
や

モ
ー
グ
ル
コ
ー
ス
が
あ
り
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

や
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
の
ツ
ア
ー
な
ど
が
楽

し
め
ま
す
。
ま
た
白
馬
コ
ル
チ
ナ
ス
キ
ー
場

で
は
良
質
な
パ
ウ
ダ
ー
が
人
気
で
世
界
中
か

ら
多
く
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
が
訪
れ
、
キ
ッ
ズ

パ
ー
ク
や
託
児
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
小
谷
村
に
は
古
道「
塩
の
道
」が
あ
り

ま
す
。
古
来
よ
り
日
本
海
か
ら
内
陸
部
に
塩

を
運
ぶ
道
と
し
て
人
々
の
往
来
が
あ
り
、
現

在
で
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
開
催
さ
れ

る
塩
の
道
を
古
人
に
扮
し
て
歩
く
イ
ベ
ン
ト

「
塩
の
道
祭
り
」
や
千
国
越
え
コ
ー
ス
な
ど
塩

の
道
を
ガ
イ
ド
付
き
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

そ
ん
な
小
谷
村
も
十
数
年
前
か
ら
少
子
高

齢
化
・
人
口
減
少
が
か
な
り
進
み
始
め
、
行

政
で
は
新
た
な
地
場
産
業
と
雇
用
の
創
出
を

目
的
に「
特
産
推
進
室
」を
設
け
、
平
成
23
年

よ
り
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
で
は
12
人
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
５
人
の
集
落
支
援
員
が
設
置
さ
れ
、
小

谷
村
の
将
来
に
希
望
を
持
て
る
よ
う
な
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
の
任
期
は
３
年
で
任
期
終
了
後

は
更
新
が
な
い
た
め
定
住
に
向
け
て
起
業
さ

れ
る
隊
員
が
多
く
、
商
工
会
で
も
協
力
隊
の

創
業
に
向
け
た
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
移
住
・
定
住
の
受
入
態
勢
も
「
定
住

促
進
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
な
ど
子
育
て
世
代
へ

の
手
厚
い
補
助
に
加
え
自
然
を
生
か
し
た
教

育
や
楽
し
く
英
語
を
学
べ
る
「
公
営
お
た
り

塾
」
な
ど
幼
少
期
か
ら
の
教
育
環
境
も
充
実

し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
一
般
社
団
法
人

移
住
交
流
推
進
機
構
の
ス
タ
ッ
フ
が
選
ぶ

『
２
０
１
８
年
版
お
す
す
め
の
移
住
・
交
流

先
18
選
』に
小
谷
村
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
小
谷
村
に
は
日
本
三
大
崩
落
の
稗ひ
え

田だ

山
大
崩
落
や
砂
防
ダ
ム
を
巡
る
ツ
ア
ー
、

こ
し
ょ
う
漬
け
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
の
天
ぷ
ら
な

ど
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
世
間
に
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
い
た
だ
く
と
と
も
に

小
谷
村
へ
移
住
定
住
を
お
考
え
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。お
待
ち
申
し
上
げ
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

　 

山
深
い
自
然
豊
か
な小

谷
村

Vol.25
小谷村商工会

ニッコウキスゲが咲く栂池自然園

北アルプスを望む冬の小谷

ユニークな形の砂防ダム



平
成
30
年
８
月
２
日
発
行
Ｖ
Ｏ
Ｌ.

３
７
３　

編
集
・
発
行
／
長
野
県
商
工
会
連
合
会　

〒
３
８
０
‐
０
９
３
６
長
野
市
大
字
中
御
所
岡
田
１
３
１
‐
10
長
野
県
中
小
企
業
会
館
１
Ｆ　

電
話
０
２
６
‐
２
２
８
‐
２
１
３
１（
代
）
　
　

発
行
人
／
中
村
英
雄　

印
刷
／
カ
シ
ヨ
株
式
会
社

商工連ながの H30.8月号● 12

ムダを省いたオールインワン補償で、
“様々なリスク”から事業者をお守りします！

●商工会のスケールメリットを生かした割安な保険料水準！
●包括的な補償で手続がとっても簡単！
●保険期間途中での変更手続が不要で、とっても安心！
●業種に応じた幅広い補償で貴社を守ります。
●リコール費用、情報漏えい補償など時代に求められる特約を用意。

商工会の

ビジネス総合保険商工会の

製造物責任などの、
業務上の偶然な
事故による
財物損壊等の
賠償責任を補償！

損害賠償損第三者に対する

偶然な
事故による
休業損害を補償！

休業損害休万が一の

偶然な
事故による
商品等の
損害を補償！

財物の損害

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社
損害保険ジャパン日本興亜株式会社
東京海上日動火災保険株式会社
三井住友海上火災保険株式会社

制 度 運 営 全国商工会連合会 引受保険会社（50音順）

◎この広告は、本制度の概要を示したものです。ご加入にあたっては必ず「重要事項のご説明」をご覧いただくとともに
　詳細は引受保険会社の約款、パンフレットに従います。

お問合せ先

損害賠償責任に関する補償

休業損害に関する補償

財物の損害に関する補償

今までの保険 商工会のビジネス総合保険なら

各種保険にバラバラに加入して
いると、補償の漏れやダブりが
ないか不安…。

●さまざまな賠償リスクをスッキリ
　まとめて補償！
●複数の事業所も1つにまとめて補償！
　重複もありません。

店舗休業保険

施設賠償責任保険

舗休業保険

舗休業保険
生産物賠償責任保険

償責
動産総合保険

設
請負業者賠償責任保険

休休業休業生産 業生産 業生
ごちゃ ごちゃ

ごちゃ

5つの特長
商工会の

ビジネス総合保険

ご加入の商工会まで


